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図 2:F*の生き残り確率の時間変化｡● :































こ れ は ,｢距離 r-Rでは Qは直ちに吸収されてしまうので存在できない｣という意味である.
反 応 速度はQの吸収速度で与えられ,それと式 (2)からF*の生き残り確率が得られる｡
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図 7: 剛体球流体の動径分布関数(〆 -
0.7856,〟 -500)｡
F*＼ 〇 〇 〇 〇闇 なi
;= =:i =?
















[20】｡式 (15)はm を〃と置き換えればよい｡式 (16)と式 (17)はそれぞれ次のように置き換え
ることになる｡
aM(r,i)
∂t -1M(r,i)-; 警 [誓 ㌘ +這 警 N(r,i)] (23)
N(r,t<0)-a(r)no, M(r,t<0)-0 (24)
境界条件 (18),(19)はそのままである｡これらの式は数値的に解く必要がある｡図 9に,この拡









































- 1 3 1 -
研究会報告
Smoluchowski理論は,そのままの形では,液体中における中性分子間の拡散律速反応速度を説
明することはできない｡それは,完全吸収型境界条件を用いていること,ポテンシャルを無視し
ていることが原因である｡このうち境界条件の問題は,実は分子運動の慣性が無視されているこ
とに由来している｡ポテンシャルに関しては,二体間の直接の相互作用ではなく,液体中の多体
の効果を反映した平均カポテンシャルを考慮する必要がある｡これらの問題点を改良すれば,反
応を吸収に置き換えるというSmoluchowski理論の基本的な枠組みを用いて,モデル系における
計算機実験の結果を説明できることを示すことができた｡
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